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ふるさと応援寄附金の流れ

▲  天空の郷（長桜）からの風景を▲  天空の郷（長桜）からの風景を
デザインしたパンフレットデザインしたパンフレット

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
と
は

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
、
ふ
る
さ
と

や
お
世
話
に
な
っ
た
市
町
村
、
応
援
し
た

い
自
治
体
な
ど
に
「
寄
附
金
」
と
い
う
形

で
気
持
ち
を
伝
え
る
制
度
で
す
。

《
健
康
づ
く
り
》

《
健
康
づ
く
り
》

◎
各
種
検
診
事
業

　

疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
、
医
療

費
抑
制
の
た
め
、
が
ん
検
診
や
基
本
健

診
、
特
定
健
診
な
ど
を
実
施

◎
家
庭
血
圧
測
定
推
進
事
業

　

脳
血
管
疾
患
予
防
の
た
め
、
家
庭
で
測

定
す
る
血
圧
計
購
入
費
補
助

令和２年度の実績

●寄附件数
　　6,009件
●寄附総額
　　1億6,166万7,000円

―― 西会津町へのふるさと応援寄附金には、町外から多くの皆さんに

ご協力いただいています。今月号では、昨年度に寄せられた寄附金がど

のようにまちづくりに活用されたのか紹介します。

《
子
育
て
応
援
》

◎
出
産
祝
金

　

町
の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
誕

生
を
祝
う
と
と
も
に
健
や
か
な
成
長
を
願

い
、保
護
者
に
支
給
（
第
一
子
か
ら
対
象
）

◎
乳
幼
児
家
庭
子
育
て
応
援
事
業

　

こ
ど
も
園
を
利
用
せ
ず
家
庭
で
育
児
を

行
う
養
育
者
に
対
す
る
支
援

◎
認
定
こ
ど
も
園
運
営
事
業

　

保
育
料
や
給
食
費
の
無
料
化
を
実
施

し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

《
地
域
活
性
化
》

◎
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

　

地
域
の
特
産
や
名
所
、
伝
統
文
化
の
復

活
な
ど
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
む
団
体
の

支
援
に
活
用

◎
西
会
津
国
際
芸
術
村
事
業

　

旧
新
郷
中
学
校
の
木
造
廃
校
舎
を
活
用

《
自
然
環
境
保
全
》

《
自
然
環
境
保
全
》

◎
雷
山
生
活
環
境
保
全
林
管
理
事
業

　

町
民
の
憩
い
の
場
、
町
の
主
要
観
光
地

で
あ
る
鳥
追
観
音
や
大
山
祇
神
社
へ
の
入

り
口
と
し
て
相
応
し
い
景
観
の
整
備

《
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
》

《
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
》

◎
西
会
津
こ
ど
も
研
幾
塾

　

西
会
津
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
、
産
業

な
ど
を
学
び
、
故
郷
を
思
う
心
を
醸
成
し

て
い
く
と
と
も
に
、
西
会
津
の
未
来
に
つ

い
て
考
え
る
塾
（
学
習
会
）
の
実
施

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
》

◎
役
場
庁
舎
窓
口
等
感
染
予
防
対
策

　

役
場
窓
口
へ
の
パ
ネ
ル
設
置
な
ど

◎
公
共
施
設
等
感
染
予
防
対
策

　

自
動
検
温
計
カ
メ
ラ
・
自
動
手
指
消
毒

器
の
設
置

事
業
の
効
果

　

こ
の
よ
う
に
全
国
か
ら
温
か
い
ご
厚
意

に
よ
り
寄
附
金
と
い
う
形
で
財
源
を
確
保

し
、
政
策
的
な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
返
礼
品
は
町
が
購
入
し
て
お

り
、
令
和
２
年
度
分
の
購
入
見
込
額
は
約

４
７
０
０
万
円
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
寄
附
者
の
皆
さ
ん
に
は
返
礼

品
が
届
け
ら
れ
、
町
の
認
知
度
ア
ッ
プ
と

地
場
産
品
の
振
興
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
で
は
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
を
活
用
し
た
事
業
の
情
報
発
信
に
努
め

る
ほ
か
、
物
語
性
を
持
た
せ
た
返
礼
品
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
な
ど
、
西
会

津
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
事

業
を
通
し
て
、
地
場
産
品
の
振
興
か
ら
な

る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
、
町
の
認
知
度

ア
ッ
プ
に
よ
る
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

町
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

町
内
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

返
礼
品
と
し
て
町
の
地
場
産
品
を
提
供

し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
（
法
人
ま
た
は

個
人
）
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
要
件

■
募
集
要
件

・
町
内
で
生
産
・
製
造
ま
た
は
加
工
さ
れ

た
も
の

・
町
内
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
（
宿
泊

な
ど
）、
町
の
魅
力
が
体
感
で
き
る
も
の

・
町
内
で
生
産
さ
れ
た
作
物
な
ど
を
町
外

で
加
工
し
た
も
の

・
そ
の
他
、
地
域
（
会
津
ま
た
は
福
島
県

の
区
域
内
）
の
産
品
と
し
て
認
知
さ
れ

て
い
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ
方
法
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
方
法
な
ど

　

ま
ず
は
簡
単
な
問
い
合
わ
せ
か
ら
で
構

い
ま
せ
ん
の
で
、
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
、

窓
口
へ
の
来
庁
な
ど
、
左
記
ま
で
相
談
く

だ
さ
い
。

寄
附
金
の
使
い
道

　

町
に
は
昨
年
度
、
全
国
か
ら
６
０
０
９

件
、
１
億
６
１
６
６
万
７
０
０
０
円
の

寄
附
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
寄
附
金
の
う
ち
、
返
礼
品
の
購

入
費
や
そ
の
他
経
費
を
差
し
引
い
た

「
７
２
７
５
万
３
０
０
０
円
」
を
次
の
よ

う
な
事
業
に
活
用
し
ま
し
た
。

し
て
、
芸
術
・
文
化
の
振
興
、
地
域
の
情

報
発
信
を
通
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
と
地

域
活
性
化
を
支
援

◎
健
康
な
土
づ
く
り
普
及
促
進
事
業

　

土
壌
分
析
に
よ
る
美
味
し
い
米
と
ミ
ネ

ラ
ル
野
菜
の
生
産
振
興

◎
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
支
援
員
配
置
事
業

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進

◎
除
排
雪
費
用
助
成
事
業

　

低
所
得
世
帯
の
冬
期
間
に
お
け
る
除
排

雪
費
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

◎
若
者
向
け
住
宅
整
備
事
業

　

若
年
層
の
移
住
・
定
住
の
促
進
、
町
内

企
業
等
の
安
定
し
た
労
働
力
の
確
保
、
ま

ち
な
か
の
活
性
化
の
た
め
整
備

◎
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推

進
し
地
域
活
性
化
や
新
た
な
産
業
の
創
出

◎
そ
の
他
、
教
育
や
福
祉
施
策
に
充
当

◎
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　

有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
、

電
気
柵
の
設
置
な
ど
に
要
す
る
費
用
を
支

援◎
道
路
の
維
持
管
理
事
業

　

生
活
道
路
の
路
肩
の
草
刈
な
ど
を
実
施

問い合わせ先

町 民 税 務 課
税 　 務 　 係

☎４５―２２１２
✉ zeimu@town.nishiaizu.

 fukushima.jp



▲  如法寺の三留副住職から講話を聞く西高生たち
（西会津高校提供）

なじょな願いも聞きなさる山の神様を訪ねて

大山まつりが開催大山まつりが開催

　今年も６月１日から 30 日の１カ月間、大山祇神社
春の例大祭「大山まつり」が開催され、町内外から多
くの参拝客が訪れました。また、期間中は規模縮小な
どの新型コロナウイルス感染症対策を行いつつ、各種
イベントが開催され、まつりを盛り上げました。
　同月１日のオープニングセレモニーでは、テープ
カットや大山さゆり太鼓の演奏が行われたり、大山ま
んじゅうが振る舞われたりなど、参拝客の皆さんを歓
迎しました。他にも、ガイドとともに御本社へ参拝す
る「大山トレッキング」や、出ヶ原和紙の紙漉き体験
ができる「なじょな願いもかみ頼み」など、大山祇神
社や町の魅力を味わえるさまざまなイベントが開催さ
れました。

今年も安座おとめゆり祭りは中止

おとめゆり群生地で見頃を迎えるおとめゆり群生地で見頃を迎える

　安座地区にあるおとめゆりの群生地では、６月上
旬に見頃を迎えました。このおとめゆりの保護活動
を行っている安座地区では、毎年この時期に「安座
おとめゆり祭り」を開催していますが、新型コロナ
ウイルスの感染状況を考慮し、昨年に引き続き中止
となりました。そのため、見頃である６月上旬は一
般公開のみとされ、一面に咲いた薄紅色の可憐な花
が来場者を楽しませていました。［写真：６月９日
撮影］

町の風景の魅力を伝える

奥川郵便局でミニ個展を開催奥川郵便局でミニ個展を開催

　地域おこし協力隊として活動している中畑和香奈
さんが町内の風景を水彩画で描いたミニ個展を開催
しています。４月下旬から群岡地区にある「ゲスト
ハウスひととき」で開催していたものの一部を、５
月 21 日からは奥川郵便局の一角で、集落の四季を
描いたものを中心に展示しています。
　終了時期は未定ですが、感染症対策のため奥川地
区の皆さんを中心に楽しんでもらえるよう呼び掛け
ています。［写真：５月 26 日撮影］

西高生が西会津の歴史・文化を学ぶ

「歩く・学ぶ・西会津」「歩く・学ぶ・西会津」

　５月 21 日、西会津高校の恒例行事「歩く・学ぶ・
西会津」が行われました。これは、西高の地域連携
活動の一つで、町内の史跡を巡ることで町の歴史や
文化について理解を深めることを狙いに実施してい
ます。当日は、町の歴史を研究している田崎敬修さ
んを講師に招き、町の江戸時代から現代にかけての
史実について校内で講演を受けました。続いて、田
崎さんとともに鳥追観音如法寺へ移動し、副住職で
西高卒業生である三留光善さんの案内で観音堂を見
学しました。仏像や彫刻を通じ、鳥追観音開創の背
景や当時の文化について触れることができました。

西会津を知り、未来を学ぶ

西会津こども研幾塾 第３期が開塾西会津こども研幾塾 第３期が開塾

　６月 11 日、西会津こども研幾塾の開塾式が町役
場で行われ、第３期生として西会津小５・６年生か
ら９人が入塾しました。開設から３年目を迎え、よ
り充実した体験活動を通して、町の歴史や文化、自
然、産業などについて理解を深め、町の未来を担う
人材の育成を図ることを目的に今年 11 月まで活動
します。
　この日は、薄町長による講話が行われ、塾生の皆
さんは真剣に耳を傾けながらメモを取り、町の現状
や施策について理解を深めていました。

広報にしあいづ　2021・７　│　45　│　広報にしあいづ　2021・７



▲ あいさつ運動の様子▲ あいさつ運動の様子

『阿川佐和子の
 この棋士に会いたい』
[ 阿川 佐和子  著 ]
 文春ムック

『「育ちがいい人」だけが
 知っていること』
[ 諏内 えみ  著 ]
 ダイヤモンド社

『白鳥とコウモリ』
[ 東野 圭吾  著 ]
幻冬舎

『曲亭の家』
[ 西條 奈加  著 ]
角川春樹事務所

『10年かかって地味ごはん。』
[ 和田 明日香  著 ]

主婦の友社

西中図書館  新刊オススメ本西中図書館  新刊オススメ本

　この本は、阿川佐和子が「週刊文春」の「この人

に会いたい」という連載の中から、将棋の棋士との

11 の対談を載せたものです。

　米長邦雄、谷川浩司、佐藤康光、森内俊之、佐藤

天彦、渡辺明ほか名だたる棋士たちと、“将棋音痴 ”

阿川佐和子とのアブナイ問答をお楽しみください。

「公民館だより」に関するお問い合わせは、生涯学習課・生涯学習係まで（☎ 45―3244）

町民ギャラリー　出ヶ原和紙作り講座

働き盛り男性の応援講座

親子クッキングで
母の日に贈る
Make Sweets! !

　

町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

で
は
、
毎
月
第
３
土
曜
日
が
「
少

年
を
非
行
か
ら
守
る
日
」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
前

日
の
金
曜
日
の
登
校
時
に
西
会
津

小
学
校
や
中
学
校
の
前
で
あ
い
さ

つ
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
14
日
に
行
っ
た
際
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
担
当
し
た
健
全
育

成
部
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
「
小

さ
な
体
に
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
新
入
生
な
ど
多
く
の

小
・
中
学
生
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
す
が
す

が
し
い
気
分
に
な
っ
た
」
と
の
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
、
年
長
か
ら
小
学
２

年
生
ま
で
を
対
象
と
し
て
、
母
の

日
に
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
ク
ッ

キ
ー
を
作
っ
て
お
母
さ
ん
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
「
親
子
ク
ッ
キ
ン

グ
」
を
公
民
館
調
理
実
習
室
で
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
公
民
館
講

座
で
お
菓
子
作
り
を
行
っ
た
経
験

の
あ
る
、
齋
藤
え
り
か
さ
ん
（
芝

草
）
を
講
師
に
迎
え
、
４
組
の
親

子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

前
日
に
準
備
し
た
生
地
か
ら
星

や
ハ
ー
ト
、動
物
な
ど
を
型
抜
き
、

思
い
思
い
に
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

施
し
、
焼
い
た
後
に
も
デ
コ
ペ
ン

や
カ
ラ
ー
シ
ュ
ガ
ー
を
使
っ
て
仕

上
げ
を
し
ま
し
た
。
中
に
は
上
手

に
お
母
さ
ん
の
顔
を
か
た
ど
っ
た

ク
ッ
キ
ー
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
お
母
さ
ん

へ
の
感
謝
の
言
葉
を
書
き
、
お
母

さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
き
れ
い
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
お
父
さ
ん
た
ち
は

「
子
ど
も
と
一
緒
に
ス
ポ
ー
ツ
や

料
理
を
し
た
い
」、
子
ど
も
た
ち

は
「
今
度
は
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
み

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

西会津町

青 少 年

健全育成

町民会議

　町公民館では、地域文化を再生し、和紙の新たな可能性の発見を目的とした「出ヶ原和紙作り講

座」を昨年度から開催しています。今月号からは、本講座に参加した皆さんが自分で漉
す

いた出ヶ原

和紙を使って作成した作品を紹介していきます。

今月は、向キヨ子さん（８町内）の作品です。

作品によせて…作品によせて…

　①エコバッグ、②封筒、③染め物を作ってみ

ました。①は漉いた和紙と和紙の間に夏糸（夏

服用の糸）を挟んで柄にしました。②も色とり

どりの紙テープを刻んで同じように挟んでいま

す。③は和紙にレースカーテンを重ね、カラースプレーを

吹きかけて模様をつけてみました。

　今はまだ作品を作ることよりも、紙を漉くことに夢中で

すが、この和紙を使ってこれからどんなものが作れるかと

ても楽しみです。

１ ２

３
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図表１　国保財政運営の役割分担

町は加入者から国保税を集め、
県に「納付金」を納めます。

交
付
金

交
付
金

（
保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
）

（
保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
）

納
付
金

納
付
金

県は市町村が支払う納付金や
公費を財源にして、保険給付
に必要な費用の全額を市町村
に交付します。

県

西会津町西会津町 Ａ市 Ｂ村

〇〇市 〇〇村

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

令和元 令和 2 令和 3

（万円）

159,468 円

151,075 円
147,793 円

108,608 円

105,172 円
104,832 円

１世帯当たり

１人当たり

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
す
る

皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
、
誰
も
が
少
な
い
負
担
で
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
加
入
者
同

士
が
互
い
に
助
け
合
う
相
互
扶
助

の
精
神
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
平
均
で
一
人
当
た
り
３
４
０
円
、
一
世
帯
当
た
り
３
２
８
２
円
の
減
税

国
保
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

本
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
の
税
率
が
６
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
基
金
（
預
金
）
か
ら
減
税
財
源
を
計
画
的
に
充
当
し
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
と
県
が
協
力
し
て
運
営

国
民
健
康
保
険
と
は

　

国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
基
盤
と
な
る
仕
組
み
で

す
が
、「
高
齢
者
の
加
入
割
合
が

高
く
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が

高
い
」「
財
政
基
盤
が
不
安
定
」

と
い
っ
た
構
造
的
な
課
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
民
皆
保
険
制
度
を
将
来

に
わ
た
っ
て
守
り
続
け
る
た
め
、

平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
市

町
村
と
と
も
に
国
民
健
康
保
険
の

保
険
者
に
な
り
、
協
力
し
て
運
営

を
担
い
、
安
定
的
な
財
政
運
営
と

効
率
的
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

（
図
表
１
を
参
照
）。

県
の
役
割

　

県
は
、
市
町
村
か
ら
の
国
保
事

業
費
納
付
金
（
以
下
、
納
付
金
）

や
国
の
補
助
金
等
を
財
源
と
し
て

保
険
給
付
に
必
要
な
費
用
を
全

額
、
各
市
町
村
に
交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
市
町
村
事
務
の
効
率
化

を
図
る
な
ど
、
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

町
の
役
割

　

こ
れ
ま
で
通
り
、
被
保
険
者

証
（
以
下
、
保
険
証
）
の
交
付
事

務
や
保
険
給
付
な
ど
の
申
請
・
届

出
、
国
保
税
の
課
税
・
徴
収
、
特

定
健
診
な
ど
の
保
健
事
業
は
、
引

き
続
き
町
役
場
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
国
保
税
な
ど
を
財
源

に
県
へ
納
付
金
を
納
付
し
ま
す
。

税
率
と
税
額
の
算
定

　

国
保
税
は
、
①
国
保
加
入
者
の

医
療
費
の
状
況
に
よ
っ
て
決
め
る

「
医
療
分
」、
②
国
全
体
の
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
医
療
費
の
状

況
に
よ
っ
て
決
め
る
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
分
」、
③
国
全
体
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
状
況
で
決
め
る

「
介
護
保
険
分
」
の
３
つ
の
区
分

で
必
要
額
を
算
定
し
、
税
率
を
決

定
し
ま
す
。

　

国
保
税
必
要
額
は
、
県
が
各
市

町
村
の
医
療
費
水
準
や
所
得
水
準

等
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
納
付
金

な
ど
の
歳
出
総
額
か
ら
、
国
が
市

町
村
に
交
付
す
る
補
助
金
な
ど
を

差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
額
は
、
３
つ
の
区
分

ご
と
に
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等

（
世
帯
）
割
の
３
方
式
で
算
定
さ

れ
ま
す
。

　

国
保
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
県
が
国
保
財
政
の
運
営
主
体

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に

は
県
統
一
に
向
け
た
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
税
率
と
税
額

医
療
分
＝
納
付
金
や
保
健
事
業

費
等
の
支
出
費
用
か
ら
国
保
税
の

必
要
額
を
算
出
し
、
税
率
を
算
定

し
ま
す
。
本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
所
得
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
加

入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

基
金
か
ら
計
画
的
に
繰
入
し
て
い

る
４
０
０
万
円
に
加
え
、
さ
ら
に

５
０
０
万
円
を
上
乗
せ
し
て
減
税

財
源
と
し
ま
し
た
。
今
後
も
将
来

的
な
国
保
税
の
県
統
一
化
を
見
据

え
、
計
画
的
に
基
金
を
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
＝
75
歳

以
上
の
人
が
加
入
す
る
後
期
高
齢

者
医
療
の
経
費
を
国
全
体
で
賄
う

た
め
、
国
保
で
も
一
定
割
合
を
負

担
し
て
い
ま
す
。
県
が
示
し
た
納

付
金
を
基
に
算
定
し
た
結
果
、
引

き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
分
＝
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
国
保
加
入
者
は
、
介
護
保

険
料
を
国
保
税
と
し
て
納
め
て
い

ま
す
。
県
が
示
し
た
納
付
金
を
基

に
算
定
し
、
加
入
者
数
の
減
少
や

国
全
体
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
増

加
な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
で
算
定
し
た

結
果
、
昨
年
と
比
較
し
て
、
１
人

当
た
り
の
平
均
負
担
額
は
３
４
０

円
、
１
世
帯
当
た
り
の
平
均
負
担

額
は
３
２
８
２
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

図表２　令和３年度の税率と税額 ※（　　）内は前年度比

区分 説明 医療分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 全体の税額に

占める割合

所得割 国保加入者の前年の所得に応じ
て計算

6.32㌫
（－ 0.43㌽）

2.77㌫
（－ 0.13㌽）

3.37㌫
（＋ 0.53㌽）

49㌫
（± 0㌽）

均等割 国保加入者１人当たりの負担額 22,000 円
（－ 400 円）

9,600 円
（± 0円）

15,600 円
（＋ 4,500 円）

35㌫
（± 0㌽）

平等割 １世帯当たりの負担額 15,600 円
（－ 900 円）

7,000 円
（－ 200 円）

8,200 円
（＋ 2,400 円）

16㌫
（± 0㌽）

区分 医療分 後期高齢者
支援金分 介護保険分 計

1 人当たりの平均負担額 50,469 円
（－ 4,432 円）

21,739 円
（－ 1,675 円）

32,624 円
（＋ 5,767 円）

104,832 円
（－ 340 円）

１世帯当たりの平均負担額 77,009 円
（－ 7,475 円）

33,171 円
（－ 2,859 円）

37,613 円
（＋ 7,052 円）

147,793 円
（－ 3,282 円）

健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

町
で
は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
向
け
、各
種
健
（
検
）

　

毎
年
８
月
に
国
民
健
康
保
険
お

よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証

の
一
斉
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
７
月
末
ま

で
に
世
帯
主
（
後
期
高
齢
者
医
療

は
本
人
）
宛
て
に
郵
送
さ
れ
ま

す
。
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証

の
有
効
期
限
が
切
れ
た
ら
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
す
る
か
、

直
接
、
町
役
場
健
康
増
進
課
へ
返

却
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

グラフ１　町の平均負担額の推移保
険
証
の
更
新
と
返
却

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
保

の
特
定
健
診
は
、
１
年
に
１
回

７
７
０
０
円
相
当
の
検
査
を
無
料

で
受
け
ら
れ
、
自
身
の
体
の
状
態

が
確
認
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
全
般
に
対
す

る
健
康
意
識
の
向
上
と
健
康
づ
く

り
の
た
め
、
家
庭
で
の
血
圧
測
定

の
習
慣
化
と
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
手

帳
」
の
取
り
組
み
を
セ
ッ
ト
で
推

進
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

●
国
保
税
に
つ
い
て

　

町
民
税
務
課　

税
務
係

　

☎
45
―
２
２
１
２

●
保
険
証
に
つ
い
て

　

健
康
増
進
課　

国
保
係

　

☎
45
―
４
５
３
２
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自衛隊と地域のかけ橋として活動

自衛官募集相談員を委嘱自衛官募集相談員を委嘱
　５月 21 日、自衛官募集相談員辞令交付式が町役場で行

われ、佐藤政雄さん（出ヶ原・写真左２番目）と斎藤光男

さん（萱本・同３番目）を委嘱しました。式では、薄町長

と自衛隊福島地方協力本部の佐藤由則副本部長から委嘱状

が渡されました。

　自衛官募集相談員は、自衛隊と地域のかけ橋として、志

願者の相談に応じるほか，募集ポスター掲示の支援をする

など、自衛官募集に関する広報活動を行います。

さまざまな分野でのデジタル変革を推進

ＮＴＴドコモと連携協定を締結ＮＴＴドコモと連携協定を締結
　町では、５月 24 日株式会社ＮＴＴドコモと「西会津町デジタ

ル戦略」に基づくまちづくり連携協定を締結しました。この協定

は、町のデジタル変革を推進し、地域の課題解決や行政サービス

などの向上を図り、将来にわたり持続可能な西会津町を実現する

ことを目的としています。

　協定調印式はリモートで行われ、薄町長とＮＴＴドコモ東北支

社の芦川隆範執行役員東北支社長が協定書に署名しました。

東北地方では初、西会津の「音」を世界に発信

「音」を通じた地域資源活用に関する連携協定を締結「音」を通じた地域資源活用に関する連携協定を締結
　町では、株式会社オーディオストック、株式会

社官民連携事業研究所、にしあいづ観光交流協会

と５月 25 日に連携協定を締結し、自然の音を活

用した地域資源の振興事業を進めていきます。

　これは、町内で録音した川や雪の降り積もる

音、カエルや虫の鳴き声などを、一般向けに

Apple Music や LINE Music など約 60 の媒体を通

して、世界に西会津の音を配信するほか、映画や

ドラマを作る企業・団体などにも配信するという

　町とＮＴＴドコモは、これまでセンサーカメラなど情報通信技術を活用した有害鳥獣対策といった、農業分

野を中心に連携し取り組んできました。今後は産業や暮らしなどさまざまな分野でのデジタル変革や、新たな

技術の実証などにも連携して取り組み、中山間地域のモデルとなるようなまちづくりを進めていきます。

取り組みです。観光地の新たな側面として「音」を発信し、観光振興、移住定住、文化保存、イベント時のＢ

ＧＭなどに活用していきます。なお、６月から音の収集を行い、７月以降の配信開始を予定しています。

　

６
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
を
会
期
に
開
か
れ
た
令
和
３
年
第
４
回

町
議
会
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
議
案
11
件
お
よ
び
報
告
４
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
町
政
の
主

要
事
項
報
告
の
内
容
お
よ
び
可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

議
案
11
件
、
報
告
４
件
を
審
議
・
可
決

６
月
町
議
会
定
例
会
報
告

町
政
の
主
要
事
項

報
告
か
ら

町
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
対
応
に
つ
い
て 

―
―

　

５
月
18
日
〜
25
日
に
計
４
回
行

わ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
、
町
内
在
住
の

介
護
老
人
保
健
施
設
「
憩
の
森
」

の
利
用
者
４
名
を
含
む
９
名
の
陽

性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
者

の
陽
性
が
確
認
さ
れ
た
老
健
「
憩

の
森
」
で
は
、
職
員
お
よ
び
利
用

者
へ
の
継
続
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
施
設
内
の

感
染
拡
大
防
止
と
安
全
に
施
設
運

営
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
会
津
保

健
所
や
医
療
機
関
な
ど
か
ら
医
師

や
専
門
職
員
の
派
遣
・
指
導
を
受

け
、
対
策
を
強
化
し
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◆  

西
会
津
町
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
条
例
の
制
定
＝
旧
芝

草
保
育
所
施
設
を
改
修
し
て
開

設
す
る
「
西
会
津
町
子
育
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
」
の
施
設
名

称
、
位
置
お
よ
び
管
理
な
ど
に

つ
い
て
定
め
る
新
た
な
条
例
を

制
定

◆ 

町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＝
県
要
綱
に
あ
る
対
象
児
童
の

定
義
が
一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
所
要
の
改
正

◆ 

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
＝
国
保
加
入
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
の
国
保
運
営

基
金
の
活
用
お
よ
び
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

考
慮
し
た
減
税
の
た
め
の
税
率

な
ど
の
変
更

◆ 

町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

次
）
＝
山
村
活
性
化
対
策
事
業

に
か
か
る
経
費
の
計
上
な
ど

４
６
８
５
万
８
千
円
を
増
額

◆ 

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
次
）
＝
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
か
か
る
経
費
を
計
上

　

ま
た
、
町
の
主
な
対
策
と
し
て

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
町
内
で

の
新
た
な
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
と
、
感
染
予
防
対
策
の
強

化
、
不
要
不
急
の
往
来
の
自
粛
、

陽
性
者
や
そ
の
家
族
へ
の
誹
謗
中

傷
を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
な
ど

の
内
容
を
放
送
し
た
ほ
か
、
全
戸

配
布
チ
ラ
シ
な
ど
で
注
意
喚
起
を

行
い
ま
し
た
。

山
村
活
性
化
対
策
事
業 

―
―

　

本
事
業
は
、
農
林
産
物
の
消
費

拡
大
を
は
じ
め
、
域
外
へ
の
販
売

促
進
、
付
加
価
値
の
向
上
な
ど
を

通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
特
色
あ
る
地
域
資
源
の
潜
在

力
を
再
評
価
し
、
こ
れ
を
地
域
ぐ

る
み
で
活
用
す
る
た
め
の
組
織
づ

く
り
、
さ
ら
に
は
地
域
産
品
づ
く

り
、
販
売
促
進
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
を
支

援
す
る
国
の
補
助
事
業
で
す
。

　

町
で
は
、
本
事
業
で
西
会
津
産

の
米
に
特
化
し
、
米
の
ブ
ラ
ン
ド

化
に
向
け
た
新
商
品
開
発
、
試
作

品
製
造
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
作
の
ほ

か
、
生
産
加
工
・
販
売
体
制
の
確

立
な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
訪
問

（
弁
当
配
食
）
事
業 

―
―

　

本
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
、
不
要
不
急
の
外
出
制
限
な
ど

で
在
宅
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な

り
、
身
体
的
・
精
神
的
に
健
康
へ

の
不
安
を
抱
え
る
80
歳
以
上
の
一

人
暮
ら
し
お
よ
び
高
齢
者
の
み
世

帯
の
見
守
り
対
策
と
し
て
、
昨
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
弁
当
の

配
達
時
に
民
生
児
童
委
員
な
ど
が

健
康
状
態
の
確
認
や
困
り
ご
と
の

相
談
対
応
を
行
い
、
支
援
が
必
要

な
高
齢
者
の
早
期
発
見
や
地
域
課

題
の
把
握
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

弁
当
を
町
内
飲
食
店
か
ら
調
達
す

る
こ
と
で
、
低
迷
す
る
地
域
経
済

の
支
援
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
積
雪
期
前
ま
で
毎

月
１
回
程
度
の
計
画
で
、
初
回
の

４
月
27
日
に
は
４
３
２
食
を
配
食

し
ま
し
た
。

鳥
獣
被
害
の
防
止
対
策 

―
―

　

町
で
は
、
わ
な
猟
免
許
取
得
を

積
極
的
に
推
進
し
た
結
果
、
免
許

取
得
者
が
増
加
し
、
今
年
４
月
13

日
に
、
59
名
の
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
員
に
対
し
辞
令
交
付
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
効
果
的
な
捕
獲
体
制
の
構

築
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
電
気

柵
な
ど
の
設
置
に
対
す
る
支
援

や
、
集
落
周
辺
の
環
境
整
備
に
よ

る
出
没
抑
制
な
ど
の
複
合
的
な
対

策
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
安

全
安
心
の
確
保
と
農
作
物
へ
の
被

害
軽
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▲  ケーブルテレビなどで町長メッ▲  ケーブルテレビなどで町長メッ
セージを放送しましたセージを放送しました
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有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

お知らせ
INFORMATION

◆
西
会
津
町
長
選
挙
開
票
速
報

　

開
票
日　

７
月
18
日
（
日
）

※
無
投
票
の
場
合
に
は
放
送
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◆
写
真
（
画
像
）
募
集
中

　

に
し
あ
い
づ
ニ
ュ
ー
ス
ワ
イ
ド

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
用
の
写
真
（
風
景

画
像
な
ど
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

（
一
社
）西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト

　

☎
45
―
４
４
６
１

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

さ
ゆ
り
チ
ャ
ン
ネ
ル

７
月
の
放
送
案
内

乳
が
ん
施
設
検
診

が
始
ま
り
ま
す

　

医
療
機
関
で
行
う
町
の
乳
が
ん

施
設
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。
ス

ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
る
よ
う
、
早

め
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
乳

が
ん
は
、
早
期
治
療
に
よ
り
高
い

確
率
で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
年
に
一
度
は
乳
が
ん
検
診
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

実施医療機関・実施期間・予約方法・受付期間
医療機関 有隣病院 坂下厚生総合病院

実施期間
７月１日（木）

～ 12 月 25 日（土）
７月１日（木）

～９月 30 日（木）

予約方法
直接病院に予約

☎ 0241-24-5021
町役場健康増進課に予約

☎ 45-4532

受付期間
６月 22 日（火）

～ 12 月 17 日（金）
６月 22 日（火）

～９月 17 日（金）

◆
対
象
者

　

満
40
歳
以
上
の
女
性
で
、
令
和

２
年
度
に
町
の
検
診
を
受
診
し
て

お
ら
ず
、
か
つ
乳
が
ん
検
診
受
診

助
成
事
業
を
受
け
て
い
な
い
人
。

※
本
年
度
の
申
込
者
に
は
、
健
康

づ
く
り
協
力
員
（
旧
名
称
保

健
指
導
員
）
を
通
じ
て
、
乳
が

ん
受
診
録
、
受
診
券
を
配
付
し

て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

健
康
増
進
課　

健
康
支
援
係

　

☎
45
―
４
５
３
２

西
会
津
町
消
費

回
復
商
品
券

の
受
領
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
個

人
消
費
の
回
復
と
町
内
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
商
品
券
の
第

３
弾
と
し
て
、
５
月
10
日
よ
り
町

民
一
人
当
た
り
５
０
０
０
円
の
商

品
券
を
配
付
し
ま
し
た
。
長
期
間

不
在
、
居
所
不
明
な
ど
の
人
に
つ

い
て
は
、
商
品
券
を
商
工
観
光
課

で
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
該
当

者
に
は
役
場
か
ら
通
知
を
送
り
ま

\  あなたの一票  明るい未来  /

西会津町長選挙

　  ７.18 日

◆投票時間
　中央投票所　　　　午前７時～午後７時まで
　その他の投票所　　午前７時～午後６時まで
◆投票場所
　町内 18カ所の投票所。井谷投票所は樟山投票所に、

弥平四郎投票所は極入投票所に統合しました。

◆期日前投票
　投票日に仕事や旅行、冠婚葬祭などで投票に

行けない場合は、期日前投票ができます。

　○期間　７月 14 日（水）～ 17 日（土）
　○時間　午前８時 30 分～午後８時
　○場所　期日前投票所（役場前駐車場）
　※投票所入場券を忘れずに持参ください。

◆投票所入場券について
　これまでの選挙では、世帯ごとに封筒で入場券

をお届けしていましたが、今回の選挙から有権者

ごとに入場券（ハガキ）をお届けします。

〈問い合わせ先〉
　町選挙管理委員会　☎４５―２２１１１

県
政
世
論
調
査

へ
の
協
力
の
お
願
い

す
の
で
、
左
記
の
と
お
り
受
領
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

令
和
３
年
４
月
１
日
時
点
で
町

に
住
民
票
が
あ
る
人

◆
持
参
す
る
も
の

・
役
場
か
ら
の
通
知
書

・
来
庁
者
の
身
分
証
明
書
（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
印
鑑

・
受
領
書

・
委
任
状
（
代
理
受
領
の
場
合
）

※
本
人
、代
理
人
の
押
印
が
必
要

◆
受
領
場
所
・
時
間

　

町
役
場
商
工
観
光
課
窓
口

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

◆
受
領
期
間

　

８
月
31
日
（
火
）
ま
で

以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

を
開
催
し
ま
す

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
な

ど
の
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
開
催
日
時

　

７
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◆
会
場

道
の
駅
あ
い
づ
湯
川
・
会
津
坂
下

◆
そ
の
他

　

当
日
に
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

が
事
前
予
約
も
可
能
で
す
。
７
月

16
日（
金
）午
後

５
時
ま
で
に
、

左
記
に
電
話
で

連
絡
し
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
５
９
４

　

県
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
今
後

の
県
の
事
業
に
役
立
て
る
た
め
の

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
在
住
の
満
15
歳
以
上
の
男

女
２
０
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

に
対
し
て
、
郵
送
で
調
査
用
紙
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
調
査
用
紙
が

届
い
た
場
合
は
、７
月
12
日
（
月
）

ま
で
に
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
政
の
た
め
の
大
切
な
調
査
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
総
務
部　

県
民
広
聴
室

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
０
１
３

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

求
職
者
支
援
制
度
の
特
例
措
置

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
求
職
中
の

人
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
を
考
え

て
い
る
人
な
ど
の
相
談
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方

　

☎
０
２
４
１
―
22
―
４
１
１
１

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係

　

☎
45
―
２
２
１
３
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以下は有料広告です。詳細は広告主に問い合わせください。

　

会
津
管
内
で
ク
マ
に
よ
る
人
身

被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
全

県
に
出
さ
れ
て
い
た
ク
マ
出
没
注

意
報
が
「
ク
マ
出
没
特
別
注
意

報
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
で
も
目
撃
情
報
が
数
件
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
人
家
近
く
で
も

出
没
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
に
、

音
の
出
る
物
を
身
に
着
け
、
人
間

の
存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
フ
ン
な

ど
新
し
い
ク
マ
の
痕
跡
を
見
つ
け

た
場
合
は
、
引
き
返
す
勇
気
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
ク
マ
に
遭
遇
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
背
中
を
見
せ
ず
に
、

ゆ
っ
く
り
と
後
ず
さ
り
し
て
距
離

を
取
り
、
立
木
の
陰
な
ど
ク
マ
の

視
界
か
ら
外
れ
て
か
ら
逃
げ
ま

し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

農
林
振
興
課

　

林
政
係

　

☎
45
―
４
５
３
１

ク

マ

出

没

特
別
注
意
報
が

発
令
さ
れ
ま
し
た

自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
で

は
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
航
空
学
生
】

◆
応
募
資
格

海
＝
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
人

空
＝
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
人

※
い
ず
れ
も
高
卒
（
見
込
含
む
）

◆
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
木
）〜
９
月
９
日（
木
）

◆
試
験
日
・
会
場

○
１
次
試
験

試
験
日
＝
９
月
20
日
（
月
）

会
場
＝
郡
山
駐
屯
地
（
予
定
）

○
２
次
試
験

試
験
日
＝
10
月
16
日（
土
）〜
21

日（
木
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

会
場
＝
後
日
通
知

　

セ
ー
フ
テ
ィ
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、

３
人
１
組
で
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
互
い
に
注
意
し
合

い
、
無
事
故
・
無
違
反
を
目
指
す

取
り
組
み
で
す
。
無
事
故
・
無
違

反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
記
念

品
が
進
呈
さ
れ
、
さ
ら
に
は
抽
選

で
特
別
賞
が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
も

あ
り
ま
す
。
家
族
や
友
人
同
士
な

ど
で
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

　

７
月
15
日
（
木
）
ま
で

※
町
役
場
に
申
込
書
を
持
参
す
る

場
合
は
７
月
２
日
（
金
）
ま
で
。

◆
チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間

　

７
月
１
日（
木
）〜
12
月
31
日（
金
）

◆
参
加
料

　

１
チ
ー
ム　

１
５
０
０
円

◆
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
参
加
料
を
添
え
て
県
交
通
安

全
協
会
に
申
し

込
む
か
、
町
民

税
務
課
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

セ
ー
フ
テ
ィ

チ
ャ
レ
ン
ジ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

※
申
込
書
は
県
交
通
安
全
協
会
の

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き

　

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

県
交
通
安
全
協
会

　

☎
０
２
４
―
５
９
１
―
５
０
３
８

　

町
民
税
務
課　

町
民
生
活
係

　

☎
45
―
２
２
１
５

の交通事故防止の交通事故防止
県民総ぐるみ運動県民総ぐるみ運動
夏

　７月 16 日から 25 日の 10 日間、夏の交通事故防

止県民総ぐるみ運動が実施されます。

◆スローガン
　ゆずりあい　「お先にどうぞ」で　事故ゼロへ

◆運動の重点
　①子供と高齢者の交通事故防止
　②道路横断中の交通事故防止
　③ 飲酒運転、無免許運転および速度超過など悪質・

危険な運転の根絶
　④ 自転車の交通事故防止（特に、福島県自転車安

全利用五則の周知徹底）
　⑤ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシート

の正しい着用の徹底

【
一
般
曹
候
補
生
】

◆
応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

◆
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
木
）〜
９
月
６
日（
月
）

◆
試
験
日
・
会
場

○
１
次
試
験

試
験
日
＝
９
月
16
日（
木
）〜
19

日（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

会
場
＝
会
津
若
松
市
内（
予
定
）

○
２
次
試
験

試
験
日
＝
10
月
９
日（
土
）〜
24

日（
日
）の
う
ち
指
定
す
る
１
日

会
場
＝
郡
山
駐
屯
地
（
予
定
）

【
自
衛
官
候
補
生（
男
女
共
通
）】

◆
応
募
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

◆
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
募
集

◆
試
験
日
・
会
場

試
験
日
＝
受
付
時
に
通
知

会
場
＝
筆
記
試
験
は
会
津
若
松

市
内
（
予
定
）、
口
述
・
身
体

検
査
は
郡
山
駐
屯
地
（
予
定
）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

　

会
津
若
松
出
張
所

　

☎
０
２
４
２
―
27
―
６
７
２
４

　

今
年
も
さ
ゆ
り
公
園
屋
外
プ
ー

ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。屋
外
プ
ー

ル
で
泳
ぎ
、
日
頃
の
運
動
不
足
や

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

◆
営
業
期
間

７
月
17
日（
土
）〜
８
月
22
日（
日
）

◆
営
業
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

◆
休
業
日

屋
内
・
屋
外
共
に
毎
週
月
曜
日

※
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日

◆
検
定
日

７
月
24
日
（
土
）、31
日
（
土
）、

８
月
７
日
（
土
）

◆
利
用
料
（
夏
季
）

○
大
人　

３
０
０
円

○
高
校
生　

２
０
０
円

○
小
・
中
学
生　

１
０
０
円

◆
そ
の
他

屋
内
プ
ー
ル
は
通
年
営
業
し
て

い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

さ
ゆ
り
公
園　

管
理
棟

　

☎
45
―
４
３
１
７

さ
ゆ
り
公
園

屋
外
プ
ー
ル

７
月
17
日
オ
ー
プ
ン

農作業中の熱中症に農作業中の熱中症に
注意しましょう！注意しましょう！

１. 気温の高い時間帯、体調がすぐれないときは作業を１. 気温の高い時間帯、体調がすぐれないときは作業を

行わない。行わない。

２. 作業は複数で行い、お互いの体調変化に気をつける。２. 作業は複数で行い、お互いの体調変化に気をつける。

３. １人で作業を行う時は家族や周囲の人に伝えてから３. １人で作業を行う時は家族や周囲の人に伝えてから

行う。行う。

４. 通気性のよい服装で作業し、帽子は必ずかぶる。４. 通気性のよい服装で作業し、帽子は必ずかぶる。

５. １時間に１回、10 分を目安に休憩をとる。５. １時間に１回、10 分を目安に休憩をとる。

６. １時間で 500ml ペットボトル半分以上の水分を少し６. １時間で 500ml ペットボトル半分以上の水分を少し

ずつ飲む。ずつ飲む。

普段から天気予報をチェックし、熱中症対策に取り組みましょう。普段から天気予報をチェックし、熱中症対策に取り組みましょう。

～ 夏の農作業時に心掛けること６箇条 ～～ 夏の農作業時に心掛けること６箇条 ～

×

下
水
道
・
合
併
浄
化
槽

の
適
正
利
用
に
つ
い
て

　

下
水
道
・
合
併
浄
化
槽
へ
の
異

物
の
混
入
は
、
設
備
の
故
障
や
配

管
の
詰
ま
り
な
ど
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
適

切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◆
注
意
点

◎
野
菜
く
ず
や
残
飯
、布
類（
タ
オ

ル
、衣
服
な
ど
）を
流
さ
な
い

◎
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
際
は
必
ず

水
に
溶
け
る
紙
を
使
用
す
る

◎
天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の

廃
油
を
流
さ
な
い

◎
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
、
シ

ン
ナ
ー
お
よ
び
薬
品
類
は
絶
対

に
流
さ
な
い

◎
有
リ
ン
系
の
洗
剤
は
使
用
し
な

い
※
排
水
設
備
の
相
談
や
工
事
は
、

　

町
排
水
設
備
工
事
指
定
業
者
に

　

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課

　

上
下
水
道
係

　

☎
45
―
４
５
３
４

有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
〈問い合わせ先〉
　企画情報課　広報広聴係　☎４５―４５３６
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今月の「集落支援だより」に関するお問い合わせは、町役場奥川支所まで（☎ 49-2001）「みんなでさすけねぇ輪」に関するお問い合わせは、健康増進課・健康支援係まで（☎ 45-4532）

集落支援だよりみんなみんなでさすけねぇでさすけねぇ    輪輪
わわ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
を
予
防
し
、
重
症
者
や
死

亡
者
の
発
生
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
５
月
25
日
の
奥
川
み
ら
い
交
流
館
体
育
館
で
の
集
団
接

種
を
皮
切
り
に
、
順
次
、
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

奥
川
地
区
で
田
植
え
体
験

　

今
年
も
、
岩
橋
集
落
支
援
員
の

協
力
・
指
導
の
も
と
、
米
作
り
が

始
ま
り
ま
し
た
。
３
年
目
を
迎
え

た
今
回
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

や
国
際
芸
術
村
の
滞
在
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ら
10
名
が
参
加
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し

て
い
る
た
め
、
マ
ス
ク
や
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
な
ど
の
対
策
を
し
た

上
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、
約
２
畝せ

の
田
ん
ぼ
を
昔

な
が
ら
に
「
が
じ
」
を
使
っ
て
線

を
引
き
、
み
ん
な
で
楽
し
く
手
植

え
体
験
を
し
ま
し
た
。
人
数
が
多

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
実
施
中

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
実
施
中

奥
川
七
観
音
ウ
ォ
ー
ク
を

開
催

　

奥
川
地
区
の
御
詠
歌
が
あ
る
７

つ
の
観
音
堂
を
周
遊
す
る
「
奥
川

七
観
音
ウ
ォ
ー
ク
」
が
６
月
６
日

に
開
か
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
、
町
民
限
定
で
参
加
者
を
募
集

し
、
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

い
と
あ
っ
と
い
う
間
に
田
植
え
も

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
、
昨
年
収
穫
し

た
米
を
お
に
ぎ
り
に
し
て
作
業
後

に
畦あ

ぜ

で
食
べ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
雨
の
た
め
集
落
支
援
拠
点
施

設
「
結ゆ

い

」
で
食
べ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
人
は
、
結
と
い
う
村

の
相
互
扶
助
の
文
化
に
触
れ
な
が

ら
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
普
段
し

な
い
こ
と
に
新
鮮
さ
や
楽
し
さ
を

感
じ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

毎
年
の
収
穫
量
は
80
〜
90
㌕
に

な
り
ま
す
。
今
年
は
ど
の
く
ら
い

採
れ
る
の
か
、
秋
の
収
穫
が
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。

皆さんこんにちは！
地域おこし協力隊の渡辺です。
今月の集落支援だよりでは、恒例となっ
た田植えの様子と奥川七観音ウォーク
について紹介します。

当
日
の
流
れ
・
持
ち
物

　

当
日
、
会
場
に
到
着
し
た
ら
、

係
員
の
指
示
に
従
い
、
次
の
よ
う

な
流
れ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
当
日
の
主
な
流
れ
】

①
受
付

　

接
種
券
や
予
診
票
な
ど
の
持
ち

物
の
確
認
、本
人
確
認
を
し
ま
す
。

②
予
診
票
の
確
認

　

予
診
票
の
内
容
を
確
認
し
ま
す
。

③
診
察
と
接
種

　

医
師
に
よ
る
診
察
の
後
に
予
防

接
種
を
し
ま
す
。

④
体
調
確
認

15
分
以
上
、
会
場
で
様
子
を
見

ま
す
。（
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
あ

る
人
は
30
分
以
上
）

⑤
接
種
済
証
の
発
行

地域おこし協力隊　集落支援担当地域おこし協力隊　集落支援担当

渡渡
わたなべわたなべ

辺辺    貴貴
たかひろたかひろ

洋洋 隊員隊員

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
12
㌖

以
上
の
道
の
り
を
説
明
を
聞
い
た

り
、
写
真
を
撮
っ
た
り
し
な
が
ら

歩
き
ま
し
た
。

　

奥
川
み
ら
い
交
流
館
を
出
発

し
、
道
目
、
下
松
、
向
原
、
中

ノ
沢
、
松
峯
〜
小
山
の
林
道
を

接
種
後
も
感
染
対
策
を

　

通
常
、
３
週
間
の
間
隔
で
２
回

の
接
種
を
行
い
ま
す
。

　

発
症
予
防
効
果
は
95
㌫
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
の
人
へ
の

感
染
を
ど
の
程
度
予
防
で
き
る
か

は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
多
く
の
人
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
完
了
す
る
ま
で
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
接
種
後
も
従
来
の
感
染
対

策
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

▲野沢体育館（５月 27日撮影）

差
別
や
偏
見
を
し
な
い
で

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
感
染
症

予
防
の
効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク

の
双
方
に
つ
い
て
、
理
解
し
た
上

申
込
方
法
に
つ
い
て

　

町
で
作
成
し
た
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
、
対
象
者
に

接
種
券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
接

種
券
が
届
い
た
ら
、
同
封
の
案
内

や
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
接
種

は
無
料
で
す
。

で
、
自
ら
の
意
思
で
接
種
を
受
け

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
受
け
る

人
の
同
意
な
く
、
接
種
が
行
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

職
場
や
周
り
の
人
な
ど
に
接
種

を
強
制
し
た
り
、
接
種
を
受
け
て

い
な
い
人
に
差
別
的
な
扱
い
を
し

た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問い合わせ先

町新型コロナウイルス
ワクチン接種相談窓口

☎４５―２２６９

　

な
お
、
会
場
に
行
く
前
に
、
発

熱
が
あ
る
場
合
や
体
調
が
悪
い
場

合
は
、
健
康
増
進
課
に
連
絡
の

上
、
接
種
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

副
反
応
に
つ
い
て

　

接
種
後
数
日
以
内
に
50
㌫
以
上

の
人
に
接
種
部
位
の
痛
み
、
疲

労
、
頭
痛
が
現
れ
ま
す
が
、
大
部

分
は
数
日
以
内
に
回
復
し
ま
す
。

ま
た
、
１
回
目
よ
り
２
回
目
の
方

が
割
合
が
高
く
な
る
症
状
も
あ
り

ま
す
。

持  ち  物 チェック

接種券 □

予診票 □

本人確認書類 □

服用薬の説明書 □

上履き □

【
持
ち
物
】

　

別
表
を
参
考
に
、
当
日
の
持
ち

物
を
確
認
し
、
忘
れ
ず
に
持
参
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

接
種
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め

に
、
服
装
は
肩
を
出
し
や
す
い
半

袖
な
ど
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

別表　持ち物チェックリスト

▶
奥
川
体
育
館（
５
月
25
日
撮
影
）

通
り
、
真
ヶ
沢
、
中
町
の
順
で

コ
ー
ス
を
巡
り
ま
し
た
。
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
、
奥
川
地
区
の
人
が

中
心
と
な
っ
て
書
い
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
御
朱
印
を
嬉
し
そ
う
に
受
け

取
っ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
１
日
か
け

て
長
い
距
離
を
歩
い
た
た
め
疲
れ

た
様
子
で
し
た
が
、
７
つ
の
御
朱

印
を
集
め
た
達
成
感
や
奥
川
の
景

色
を
堪
能
で
き
て
良
か
っ
た
と
話

て
い
ま
し
た
。

　

８
月
18
日
に
は
、
奥
川
地
区
・

極
入
で
大
聖
歓
喜
天
の
祭
礼
が
町

民
限
定
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
の
機
会
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
？

直接、手で植えました

がじで線を引く様子

ワクチン接種後も
心掛けてほしいこと

・３密の回避
・マスクの着用
・せっけんでの手洗い
・手指消毒
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弥作滝（６月１日撮影）弥作滝（６月１日撮影）

◆私の夢――

　  　私は将来、生徒の気持ちに寄り添えるよう

な養護教諭になりたいと思っています。そう

思ったきっかけは、小中学校で出会った養護

の先生方がけがをしたときに励ましてくれた

り、とても親身になって相談に乗ってくれた

からです。私も先生方のように、小さな変化

にも気付き、手を差し伸べられるような養護

教諭を目指したいです。

◆努力していること――

  　何事も前向きに考えることや、さまざまな

考え方を知るために、いろいろな人と積極的

に話すことを心掛けています。

◆未来の自分に一言――

  　自分の好きなことややりたいことをして楽

しんでいますか？どんなときも笑顔を絶やさ

ずに、周りの方々への感謝を忘れず、後悔し

ない人生を送ってください。

［ ３年・卓球部 部長  ］

小
こ

柴
しば

  彩
さ

愛
え

さん

聞いて！わたしの夢

■ まちの人口

　　　　　６月１日現在    　    （前月比）

人　口　 　５，９１２人　　 （－１２人）

男 　 　２，８７４人　　 （－　４人）

女 　 　３，０３８人　　 （－　８人）

世　帯　 　２，５６３世帯　　 （－　１世帯）

■ お悔やみ申し上げます

武藤　ツキ　（93）　 靖 祖母　八重窪

矢部　四美男（87）　裕一 父 　中町

戸籍の窓口   
（５月受付分）

　奥川地区・幕ノ内から見た飯

豊山の風景。

　雄大な景色を見ていると、パ

ワーをもらえます。

◆趣味は？

　釣り、麻雀、ボウリング、ゴ

ルフ

◆特技は？

　蕎麦打ち

◆熱中していることは？

　水中ウォーキング、野菜作り

◆自分を一言で表現すると？

　頑固、猪突猛進

都
つ づ く

竹 泰
たい

河
が

隊員

長
は

谷
せ

川
がわ

  正
ただし

 さん［さゆりが丘］ 

　コロナ禍が収束した

ら還暦後の同窓会をま
た企画しましょう !!

小林 重良 さん（６月号）
からメッセージ

協力隊リレーコラム

町民バトンタッチ

◆あなたのモットーは？

　いつも神様は見ている

◆最近感動したことは？

　孫の成長を見たとき

◆これからやってみたいことは？

　ドローンの資格を取りたい

◆次の方を紹介してください

　Ｋ・Ｍさん

　宮城県出身。秋田公立美術大
学美術学部・美術学科・アーツ
＆ルーツ専攻卒業の 23 歳。
学生時代は「踊ること」をテー
マとした、アニメーションやイ
ンスタレーション作品を制作。

い
ま
ま
で
と
こ
れ
か
ら
。

　

は
じ
め
ま
し
て
！
今
年
５
月
よ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
着
任
し
た
都
竹
泰
河
で
す
。

　

私
の
具
体
的
な
活
動
は
、
西
会
津
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
で
の

番
組
制
作
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
で
す
。

　

大
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
風
土
や
文
化
、
歴
史
に
つ

い
て
の
調
査
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
を
作
品
に
活
か
す
と
い
う
こ

と
に
重
点
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
感
覚
に
惹
か
れ
な
が
ら
学

ん
で
き
ま
し
た
。
西
会
津
町
に
は
、
大
学
４
年
次
に
教
授
か

ら
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
出
会
い
ま
し
た
。
西

会
津
町
は
、
土
地
に
根
付
く
風
習
が
強
く
残
っ
て
い
る
一
方

で
、
そ
れ
を
芸
術
と
い
う
形
で
残
し
て
い
く
取
り
組
み
や
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
推
進
へ
の
取
り
組
み
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

て
、
ま
さ
に
温
故
知
新
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は

ま
る
印
象
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
魅
力
た
っ
ぷ
り
の
西
会
津
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
切
り
取
り
、
発
信
し
て
い
く
こ
と
で
、
町
の
内
か
ら
外
へ
、

外
か
ら
内
へ
の
情
報
の
流
れ
を
造
り
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！
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弥平四郎弥平四郎

国道 459 号国道 459 号

極入極入

徳沢徳沢

奥川軌道奥川軌道

新町新町

弥生弥生

トロッコによる木材運搬の様子トロッコによる木材運搬の様子

奥川軌道の形跡奥川軌道の形跡

　かつて、弥平四郎集落と徳沢駅間約 20kmに「軌道（トロッコ道）」

が奥川に沿って敷かれていました。これは、大正３年（1914）の磐

越西線全通に合わせて建設が計画されたものです。当時「林区」と呼

ばれていた国の機関による建設でした。弥平四郎集落下の角
かく

間
ま

沢
さわ

まで

は大正 7年（1918）に、極入集落の北で分岐する弥生集落を通る久
く

良
ら

谷
たに

（倉谷）沢への軌道は昭和 6年（1931）に開設されています。

　トロッコは軌道幅が約 76cm、四輪の上に台を組み、２～３人一組

となり人力で動かすものでした。弥平四郎集落からは、木
き

地
じ

椀
わん

や木炭

をほぼ毎日徳沢駅まで運び、夜明け前に出ても帰りは夜になる重労働

であったとのことです。

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介

にしあいづ物語100選にしあいづ物語100選　  その51その51

奥川軌道（トロッコ）と弥生集落

広報にしあいづ №753 令和３年７月号
発行／福島県西会津町 　編集／企画情報課 　TEL 0241-45-2211（代表）
ホームページ　https://www.town.nishiaizu.fukushima.jp/

この広報紙は、環境に優しい
⼤⾖油インキを使⽤しています。

文：矢部  征男

今  

月  

の  

表  

紙

　

今
月
は
、
６
月
１
日
に
行
わ
れ

た
大
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
よ
り
。
地

元
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
大
山
祇
神
社

御
本
社
ま
で
歩
い
て
参
拝
す
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
山
ま
つ
り
期

間
中
に
３
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
㌻
に
関
連
記
事
）

編   

集   

後   

記

　

表
紙
で
も
取
り
上
げ
た
大
山
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
（
６
月
１
日
開
催
）

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
同
じ
日

に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
全
員
町
外

在
住
で
、
何
年
も
続
け
て
参
拝
し

て
い
る
人
や
初
め
て
参
拝
す
る
人

と
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
と
談
笑
し
な
が
ら
楽
し
く

歩
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
最

後
の
２
０
２
段
の
石
段
は
や
っ
ぱ

り
き
つ
か
っ
た
で
す（
汗
）。

　

私
も
い
よ
い
よ
来
年
参
拝
す
る

と
３
年
連
続
と
な
り
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
来
年
も
カ
メ
ラ
を
片
手
に
参

拝
す
る
つ
も
り
で
す
！
私
の
『
な

じ
ょ
な
願
い
』、
叶
う
と
い
い
な

あ
…
（
秦
）

　一方、弥生集落（久良谷沢）方面からの運搬品は、豊富にあるブナ・

ナラ・ホウなどの木材が主でした。特にブナ材は、玩
がん

具
ぐ

の原材料と

してアメリカへの輸出が好調であったということです。夏休みには

子どもが手伝うこともあり、小学 6年生の男児が木材を積んだト

ロッコ間に挟
はさ

まれ亡くなるという痛ましい事故もあったそうです。

　現在、鏡山登山者用の町駐車場となる周辺には他県出身従業員の

住宅・事務所・倉庫・学校のある「官行村」がありました。一帯か

らの木材は、極入集落北にある官営製材所へ運ばれ加工されました。

昭和 29 年（1954）に製材所が廃止されると、関係者は他地区へ

と移りました。奥川村には月 6日間だけ軌道利用が許可され、そ

のため木材や薪
しん

炭
たん

の販売が好調となり、大きな経済的効果をもたら

したといわれています。

　その「トロッコ運搬」も昭和 30 年代には終了し、昭和 40 年代

13 戸 79 人を数えた弥生集落は平成 25 年（2013）12 月以降、冬

期間無住の集落となっています。

今  

月 

の  

表  

紙
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